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観 光 振 興 を 目 的 に ， 里 地 ・ 里 山 な ど の 自 然 環 境 や ， そ こ で 育 ま れ て き た 生 活 文

化 等 の 地 域 資 源 を ， 積 極 的 に 活 用 し よ う と い う 取 り 組 み が 活 発 化 し て い る 。 一

方 で ， 観 光 旅 行 者 の 増 加 や 行 動 の 多 様 化 に 伴 い ， 地 域 資 源 の 劣 化 ・ 喪 失 や ， 地 域

住 民 の 生 活 環 境 の 悪 化 が 顕 在 化 し て い る 。 持 続 可 能 な 観 光 の 実 現 に は ， 観 光 行

動 が も た ら す 負 の 影 響 の 軽 減 ・ 除 去 が 不 可 欠 で あ り ， そ の 対 応 策 と し て ， 1 9 9 0 年

頃 か ら 観 光 旅 行 者 の 行 動 を 調 整 ・ 制 御 す る ロ ー カ ル ル ー ル が 散 見 さ れ る よ う に

な っ た 。 本 研 究 は ， こ の 地 域 独 自 の 取 り 決 め で あ る ロ ー カ ル ル ー ル に 着 目 し 、 沖

縄 と 小 笠 原 に お け る 事 例 の 収 集 ・ 分 析 を 通 し て ， 持 続 可 能 な 観 光 の た め の 地 域

資 源 管 理 の 手 法 と し て の ロ ー カ ル ル ー ル に つ い て ， そ の 枠 組 み ・ 概 念 の 整 理 を

行 う と 共 に ， 現 場 で の 実 践 に 向 け た 課 題 の 考 察 を 行 っ た 。  

4 6 件 の 事 例 の 網 羅 的 な 収 集 と 詳 細 な 分 析 に よ っ て ， ロ ー カ ル ル ー ル は 「 守 る

べ き 対 象 」 ， 「 適 用 （ 調 整 ・ 制 御 ） 対 象 と な る 観 光 行 動 」 ， 「 設 定 ・ 運 用 の 仕 組 み 」

の 3 つ の 主 要 な 構 成 要 素 で 表 す こ と が で き る こ と を 示 し ， さ ら に ， 「 設 定 ・ 運 用

者 」 と 「 適 用 対 象 者 」 の 掛 け 合 わ せ に よ る 5 つ の 類 型 を 設 定 し ， 各 事 例 を 分 類 ・

整 理 し た 。 そ し て ， ロ ー カ ル ル ー ル だ か ら こ そ の 課 題 で あ る 「 実 効 力 」 と 「 自 走

力 」 に つ い て ， 特 に 重 点 的 に 分 析 ・ 考 察 し ， こ れ ら ふ た つ の 「 力 」 が 発 揮 さ れ る

条 件 を 抽 出 す る こ と に 成 功 し て い る 。  

本 研 究 は 、 こ れ ま で 曖 昧 に 使 わ れ る こ と の 多 か っ た ロ ー カ ル ル ー ル に つ い て ，

概 念 の 確 定 、 類 型 の 抽 出 な ど ， 持 続 的 観 光 研 究 に と ど ま ら ず ， 広 く 自 然 資 源 管 理

研 究 の 進 展 に 大 き く 貢 献 す る と 共 に 、 「 実 効 力 」 、 「 自 走 力 」 と い う 独 自 の 概 念 に

基 づ い た 実 践 へ の 示 唆 を 提 示 す る な ど 多 大 な 成 果 を あ げ た 。  

以 上 の よ う に ， 本 論 文 は ， 多 く の 新 し い 知 見 を 有 す る こ と ， 論 文 の 内 容 ， 構

成 お よ び 公 表 論 文 数 な ど か ら ， 本 学 位 論 文 審 査 委 員 会 は ， 全 員 一 致 し て ， 本 論

文 が 博 士 （ 農 学 ） の 学 位 論 文 と し て 十 分 価 値 が あ る も の と 判 断 し ， 合 格 と 判 定

し た 。  


